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青森県 五 戸町 五戸地 区 E戸町地域担い手育成支援協議

`

I 地区の成果目標 (必須目標)毎の未達成理由等

成果目標項目
(Z、 須目標 )

未達成理由の総括
目標達成に向けた改善措置

及び
目標達成見込時期等

豊産物の品質向上

6経営体のうち3経営体が目標達成 (達成率 50%)。
未達成となつた3経営体は、①掘取り技術が及ばなかった、②栽培技

術・知識はあるが天候不順に対応できなかった、③組合員の栽培技
術 ・労働 力不 足に よる。

農業普及振興室等関係機関と連携を図り、指導等を実施
し、平成 27年度日標達成予定。

I地 域への影響等と構造政策を進めるための今後の取組方向

1 担い手への農地利用集積について
農地利用集積等の現状をみると、町全体では、認定新規就農者が増えつつあるが、担い手の高齢化も進みつつある。農業経営改善を進めている担い手は、効率良く作業することが
ストの低減につながるとして、少しでも条件の良い農地を自身で集積(貸借)す る傾向がある。それらの集積(貸 借)は、農業委員会や農地中間管理機構を通さずに行なわれることも
り、必ずしも面的な集積には繋がっていない。効率的に面的な集積が行われるように農業委員会や農地中間管理機構の利用を指導している。また、町では、少ない労働力で効率よ
作業を行うために高性能機械の導入が不可欠であり、今後も本事業に取り組み、担い手の経営面積の拡大の支援を図っていく。

2必要となる中心経営体の育成について
中心経営体の育成・確保状況については、水稲主体の担い手の平均年齢が高いという状況であり、高齢化が進んだ場合の担い手の確保が課題となつている。五戸地区では、今回

の経営体8名 をこの地域にあるべき中心経営体として経営改善状況等を引き続きフォローアップしていくこと、平均年齢が上がりつつある今回の経営体以外の認定農業者についても
フオローアップが必要である。今後は、新規就農者の育成・確保、集落営農に向けた検討等を行つていくこととする。

人・農地プランの作成・見直し等について
現行の人・農地プランは、経営体の高齢化・減少傾向及び今後の農業への取組みを明確にするため平成25年 3月 に策定した。策定時の中心経営体数は47、 経営規模221haであっ
たが、平成26年度プラン変更時、中心経営体数75、 経営規模362haと なつた。プラン策定にかかせない集落座談会に農地の出し手となるべき者の参加が少ないこと、出し手になり

がヽ人・農地プランに名前が出るのが嫌だと取り下げる出し手希望者がいることが課題である。
回の五戸地区における上記 1、 2の状況、担い手及び農地利用集積の状況等の現状を踏まえて、毎年度、人・農地プランの見直しを実施する予定である。

未達成者への対応その他について
造政策を効果的に推進するため、」Aや農業普及振興室等関係者と協力して未達成者に対するフォローアップを引き続き実施する。


